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論文内容の要旨

本論文は醤油・味噌醸造酵母 Sαcchαromyces rouxii の交配育種を目的として，その生活環の解

明を行ったものである。

第 1 章緒論では本酵母の醤油・味噌醸造における重要性と従来の研究を要約し，本研究の目的と意

義について論じた。特に半数体期の安定な本酵母の生活環の解明に，効果的な交雑方法と減数分裂誘

起に必要な胞子形成条件の検討，及び現象を正確に把握するために遺伝学的符号でマークされた菌株

の使用が必要で、あると考えた。

第 2 章では以後の研究対象株となる S. rouxii の分離を醤油・味噌諸味を材料として行い， 105株

を選んで基本的な交雑・胞子形成条件について検討した。その結果これら供試株の多くに hetel叫hallism

を見出し， 5%食塩含有醤油掬汁寒天培地 (pH 5.0) 上で異なる接合型株間の混合培養を25
0

C で行え

ば，効果よく接合および胞子形成が行われることを明らかにするとともに交雑方法を設定した。

第 3 章では N-methy1-N-nitro-N-ni trosoguani dine( MNNG) を変異誘起剤として用い，本

酵母の栄養要求性変異株の誘導法について検討した。供試材料として胞子を用い，これを0.5mg/mi?の

MNNG で pH5.0， 25
0

C , 80分間処理することにより，効果的に変異株を誘導しうることを示した。

さらに，いくつかの栄養要求性変異について遺伝子解析を行い，これらが十分，遺伝子符号として使

用できることを明らかにした。

第 4 章では第 2 章で設定した交雑方法に従い，第 3 章で得られた栄養要求性変異株を用いて本酵母

の生活環について詳細に検討した。その結果，従来認められている半数体栄養細胞及び接合子と接合

子型子嚢のほか， heterokaryon 期の接合子細胞を認め，更に接合子の嫌気的培養により従来認め
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られたことのない二倍体栄養細胞を育成することができた。この二倍体栄養細胞より接合型ホモ二倍

体を経て三倍体，四倍体栄養細胞を育成し本酵母の高次倍数体育成の可能なことを示したO

第 5 章では二倍体雑種による醤油醸造試験を行い，特にアルコール生成についてその効果を検討し，

これがスローファメンターとして醸造に望ましい働きをしうることを示唆した。

第 6 章ではこれらの総合的な考察を行い，交雑だけでなく高次倍数体化による育種の可能性を論じ

た。第 7 章においては以上の結果を総括した。

論文の審査結果の要旨

本論文は醤油・味噌醸造に重要な影響をおよぼす半数体酵母 Sαcchαγomyces roωii の育種を目

的として，その生活環の解明を行ったものである。

まず，醤油・味噌醸造諸味中より，多くの S. rouxii と同定される株を分離し，若干の例外的非

接合型株を除いて，これらが heterothallism 株であり，性的接合は互に異なる性をもっ細胞間で行

われることを示した。次いで接合とそれに続く減数分裂のプロセスを経て胞子形成にいたる効果的な

培地組成と培養条件を設定し，交雑を可能とした。この方法に従い，栄養要求性遺伝子符号を付した

株を用いて，詳細にその生活環を検討し，従来この種の酵母で知られていなかった二倍体，あるいは

三 四倍体の核相をもっ栄養細胞が得られることを細胞学的に また核 DNA 量から確認している。

更にこのようにして育種した二倍体株を用いて醤油の試験醸造を行い，醸造方式との組合わせにわい

て育種株の有用性を示す結果を得ている。

これらの研究成果は醸造工学及び酵母遺伝学の進歩に貢献するところが大き Po よって本論文は博

士論文として価値あるものと認める。
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